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令和８年度  江東区立第四砂町小学校  経営計画 

 

校長名  太田 智恵           

 Ⅰ 教育目標 
○深く考え やりぬく子 

○仲良く おもいやりのある子 

○明るく 元気な子 

Ⅱ 経営方針 

目指す学校像 
○こどもにとって安心して通える居場所のある学校 

○地域・家庭にとって信頼できる学校 

○教職員にとって働きがいのある学校 

目指す児童像 
○自ら課題を見つけ、あきらめずに考える子（確かな学び） 

○自他を大切にし、互いのよさを認め合い協働できる子（豊かな心） 

○進んで健康づくりに取り組み、心身ともにたくましい子（健やかな体） 

目指す教師像 

○学校経営方針に基づき目の前のこどもに寄り添い、目指す児童像を実現できる教師 

○共に学び合い認め合い支え合い、質の高い授業と学校運営のために緻密な準備と計

画を積み重ね、組織の一員として協働できる教師 

○全体の奉仕者としての自覚を持ち職務に専念し、使命を全うできる教師 

経 営 理 念 

1. 児童が主体的に考える力を育てる授業づくりの推進 

・教職員同士が支え合い、毎日の授業の計画と準備に重きを置く体制を構築する。そ

の上で、教師がファシリテーターとなり、児童が主体的に学び方を選択できる授業を

実現する。 

・「こうとう学びスタンダード（ネクストステージ）」に基づき、児童自身が課題を見

つけ、自分に最適な学び方を「考えて選択」し、粘り強く解決しようとする力を育み

ます 

・高学年における教科担任制の推進により中学校への円滑な接続を目指す。また、一

人一台端末を「学習道具の一つ」として活用した個別最適な学びと協働的な学びを一

体的に進める。 

2. 支持的な専科・学級・学年経営と組織的な学校運営 

・「こども基本法」および「江東区こどもの権利に関する条例」を基盤とし、全校で授

業規律を徹底することで、全ての児童が安心して学習に集中できる教室環境を整える。 

・教職員が互いの良さを認め合い、学び合い、支え合う職場づくりに努める。 

・「チャレンジウェンズデイ」を効果的に活用し、こどもも教員も主体的に学び、自ら

を高める時間を確保する。 

・「学校いじめ対策委員会」を中心に、いじめや不登校の未然防止に組織的に対応しま

す。一人ひとりの思いに寄り添い、自己肯定感を高める「居場所のある学級づくりを

行う。 

3. 「夢プロジェクト」を核とした、地域・社会と繋がる教育の充実  

・「夢プロジェクト」を推進し、多様なゲストティーチャーや出前授業を通じて、自分

の良さを知り、夢に向かって挑戦し続ける児童を育てる。 

・人権教育やオリパラレガシー（ボッチャ・デフスポーツ等）の継承する。 

・体験活動を通じて多種多様を受け入れ、他者と協働できる資質を養う。 

・「よんすな小応援隊」を中心としたコミニティ・スクールを推進し、地域・家庭と連

携して、生涯にわたる健康で豊かな生活の基盤を作る。 

4．児童理解と安全・安心な環境づくり 

・多面的・多角的な視点で児童への理解を深め、特別支援教育や校内支援委員会を通

じて、児童一人ひとりの良さを認め合う。 

・保護者や地域、関係機関と密接に連携（コミュニティ・スクールの推進など）し、 

・ひまわり教室や地域・保護者・関係機関との連携により、安全で安心して通える環

境づくりをする。（個別支援シートの作成、家庭との連携、相談体制の整備など） 

・また、幼保小・小中の円滑な接続を図り、児童が安全・安心に過ごせる教育環境を

整備する。 
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Ⅲ 経営目標  

重点領域１ 確かな学力の定着と向上  《深く考えやりぬく子》 

中期経営目標 
新学習指導要領および「こうとう学びスタンダード（ネクストステージ）」に基づき、
確かな学力の定着を図るとともに、児童主体の授業へ転換を推進する。 

短期経営目標 

〇授業規律を徹底し、全ての児童が安心して学習に集中できる環境を整える。週案簿
は内容を明確に記入し計画と準備を行う。 

〇教科指導の専門性を高め、個別最適な学びと協働的な学びの授業研究を推進する。 
〇一人一台端末を効果的に活用し、アウトプット（話す力向上プログラム）や読解力
（よむ YOMUワークシート）の育成を強化する。 

項目 努力指標（教師側）100％ 成果指標（こども側） 

１ 
「学び方スタンダードネクストステージ」に基
づいた授業規律を徹底する。 

授業規律が保たれた授業について保護者アンケ
ートの肯定的意見を 90％以上とする。 

２ 
「自分で考える ⇒ グループで話し合う ⇒ 全体
で共有する」という活動を取り入れた授業研究
を推進し、全教員年 1回以上の公開授業を行う。 

「仲間と学び合い、自分から進んで学習に取り
組むことができた」について、肯定的意見を 90％
以上とする。 

３ 
児童理解に基づき一人ひとりの児童に合わせた
教材研究と授業準備を組織的に行う。ファシリ
テートする授業へと転換する。 

児童アンケート「授業が分かりやすくなり、あ
きらめずに最後まで取り組むことができた。」に
おいて、肯定的意見を 85％以上とする。 

重点領域２ 豊かな心の育成 《仲良く思いやりのある子》 

中期経営目標 
人権教育・道徳教育の充実と多様な人々との交流により、互いのよさを認めると共に、
自分らしくかがやける心の育成をする。 

短期経営目標 

〇道徳教育を推進し自己肯定感を高め、夢に向かって挑戦し続ける児童を育てる。 
〇いじめ防止対策、KOTOこどもかがやきプランを推進する。 
〇多様な人々と交流し多様性に気付き互いの良さを認め合える児童を育てる。 

項目 努力指標（教師側）100％ 成果指標（こども側） 

１ 

道徳では、「考える道徳・議論する道徳授業づく
りを目指し、自他を大切にする心や自己肯定感
を育む。道徳授業地区公開講座で授業を公開し、
教材研究と緻密な授業準備を組織的に行う。 

児童アンケート「自分にはよいところがある（自
己肯定感）」や「友達のよさを認めることができ
る」において、肯定的意見を 90％以上とする。 

２ 
『夢プロジェクト』に向けては、多様なゲスト
ティーチャーを招聘するなど将来への希望を抱
かせる幅広い視点で授業実践を実施する。 

児童アンケート「自分の夢に向かって挑戦して
いることがある。」で肯定的意見を 85％以上とす
る。 

３ 

教師の人権意識を高めると共にいじめ防止基本
法に基づき、いじめや不登校を防ぐ。特に年３
回のアンケートといじめ防止の授業、アクショ
ン２４でいじめの未然防止に努める。 

児童アンケート「いじめはどんなことがあって
も絶対にしてはいけない。」で肯定的意見を 90％
以上とする。 

４ 
外部講師による出前授業、地域と連携した授業
や異学年交流を通して多様な人々との交流を推
進し多様性に気付かせる。 

多様な人々との交流を通して、児童アンケート
「互いのよさを認めることができる。」で肯定的
意見を 90％とする。 
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重点領域３  健やかな体、たくましい心の育成  《明るく元気な子》 

中期経営目標 
健康で安全な生活の定着と、生涯にわたって親しめる豊かなスポーツライフの実現を
目指す。あわせて、心身の不調や不安を感じた際に適切に SOS を出し、スクールカウ
ンセラー等の周囲の大人に相談できる力を育む。 

短期経営目標 

〇体育授業の改善と体力向上（わくわくタイム等の充実）に努め、児童が主体的に運
動に親しみ、「楽しい」と感じられる活動を推進する 

〇デフスポーツなど多様なスポーツに触れる機会を創出し、継続的に運動に関わろう
とする意欲を向上させる。 

〇健康、安全を第一に留意し、食育の推進、怪我の防止・予防に取り組む。 

項目 努力指標（教師側）100％ 成果指標（こども側） 

１ 

コオーディネーショントレーニング等の実技研
修会を実施し指導力を向上させるとともに、「わ
くわくタイム」や「ウォームアップタイム」を
充実させ、児童が主体的に運動に親しめる授業
づくりを行い。 

体力テスト、長縄チャレンジなどに自分から進
んで取り組み、児童アンケート｢体を動かすこと
が好き。」で肯定的意見を 80％以上とする。 

２ 

オリパラレガシーアワード校として、デフスポ
ーツやボッチャなど多様なスポーツに触れる機
会（出前授業や体育的行事）を創出し、「する・
見る・支える・知る」の多面的な体験を取り入
れる。 

児童アンケート｢ボッチャへの取組やデフリン
ピックなど、様々な運動を体験できた｣で肯定的
意見を 80％以上とする。 

３ 
食育や保健指導を通じた生活習慣の改善を図
り、感染症や怪我の防止・予防に向けた安全指
導を徹底する。 

児童アンケート「進んで手を洗う等、感染症や
怪我の防止に努めることができる。」で肯定的意
見を 90％とする。 

４ 

保健指導や学級活動等を通じて「SOSの出し方」
に関する指導を計画的に実施する。また、スク
ールカウンセラーやスクールソーシャルワーカ
ー等の相談体制について児童・保護者へ周知し、
一人で抱え込まないための体制を整える。 

児童アンケート「困ったことや不安なことがあ
ったとき、先生やスクールカウンセラーなど周
りの大人に相談することができる」において、
肯定的意見を 90％以上とする 

重点領域４ 教育環境の充実を図る。 《教員の働き方改革》 

中期経営目標 
〇開かれた教育課程を推進し、地域・保護者と共に安全で安心できる環境作りをして、
信頼される学校づくりに努める。 

短期経営目標 

〇開かれた教育課程の実現のため、コミニティスクールの実施、学校公開や行事等、
地域・保護者に情報発信を行い教育活動への理解と協力を得る。 

〇教職員同士の連携とサポートスタッフ、『チャレンジウェンズデイ』を活用し教員が
本来の業務である『授業の計画・準備』に専念できる職場環境を整える。 

○服務事故の根絶に努め、全教職員が法令遵守と高い倫理観をもって、こどもを『支
える』支援体制を構築する。 

項目 努力指標（教師側）100％ 成果指標（こども側） 

１ 
学校便り、学年便り、ホームページを月に 1 回
以上更新し、コミュニティ・スクールと連携し
た教育活動の内容を計画的に発信する。 

「学校の様子が地域・家庭にわかる。」について、
保護者アンケート肯定的意見を 90％以上にす 
る。（保護者） 

２ 
「チャレンジウェンズデイ」を効果的に運用し、
児童・教員双方の主体的な学びの時間と、ICT
機器に習熟する機会を計画的に確保する。 

児童アンケート「クロームブック等、ICT機器の
操作に慣れ、効果的に活用している」について、
肯定的意見を 90％以上とする。 

３ 

行事計画をコミュニティスクールと連携して見
直す。ICT（校務支援ソフト等）を活用した校務
効率化、サポートスタッフ等を正しく活用して
校務の効率化を図る。 

教員アンケート「ICTやサポートスタッフ等の活

用により、校務の効率化・負担軽減を図ること

ができた」について、肯定的意見を 80％以上と

する。 

 

４ 

職員室・教室・廊下など環境整備に努め、清掃
した清潔な教室で、適切な換気を行って児童を
迎え入れる。服務事故防止研修を計画的に実施
し、全体の奉仕者としての自覚と高い倫理観を
もって職務に専念する。 

第三者評価において『学校は、こどもたちが安
全に安心して生活することができたと感じる』
という肯定的意見を 90％以上とする（教職員の
安定した協力体制が児童の安全・安心に直結し
ているかを評価する） 
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